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中
国
研
究
集
刊 

称
号
（
総
六
十
号
記
念
号
）
平
成
二
十
七
年
六
月　

一
〇
七
︱
一
二
三
頁

夢
書
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察

―『
夢
占
逸
旨
』
を
例
と
し
て
―

清
水
洋
子

一
、
図
書
目
録
に
お
け
る
夢
書
の
歴
史
と
『
夢
占
逸
旨
』

南
宋
の
洪
邁
は
、
占
夢
が
古
代
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、「
今
人
復
た
此
の
卜
に
留
意
せ
ず
、
市
井
の
妄

術
所
在
林
の
如
し
と
雖
も
、
亦
た
一
箇
も
占
夢
を
以
て
自
ら
名
と

す
る
者
無
し
。
其
の
学
殆
ど
絶
ゆ
」（『
容
齋
随
筆
』
続
筆
、「
古

人
占
夢
」）
と
、
占
夢
の
衰
退
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
中
国
で
は

古
代
よ
り
夢
を
占
う
と
い
う
営
み
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宋
代
に
あ
っ
て
は
既
に
人
々
の
興
味
関
心
が

占
夢
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
転
機
は
一

体
ど
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
沈
既
済
「
枕
中
記
」
と
李
公
佐
「
南
柯

太
守
伝
」
に
対
す
る
齋
藤
喜
代
子
氏
の
指
摘
が
示
唆
に
富
む
。
こ

の
二
作
品
は
、
人
生
の
盛
衰
を
夢
の
中
で
ひ
と
と
お
り
体
験
し
た

主
人
公
が
、
夢
か
ら
醒
め
た
後
に
人
生
の
は
か
な
さ
を
頓
悟
す
る

と
い
う
、「
人
生
の
無
常
観
」
を
主
題
と
す
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
つ
つ
、
齋
藤
氏
は
唐
代
の
文
学
傾
向
と
し
て
、「
夢
そ
の
も

の
に
對
す
る
興
味
か
ら
夢
物
語
へ
の
興
味
の
移
行
」
お
よ
び
「
記

述
か
ら
創
作
へ
の
移
行
」
を
挙
げ
、
上
の
二
作
品
が
そ
の
転
換
点

に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
（
注
1
）
。
氏
が
指
摘
す
る
こ
の
傾
向
は
唐
一

代
で
消
失
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
以
降
、
特
に
明
代
に
入
る
と
よ

り
鮮
明
な
形
で
現
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
戯
曲
作
家
の
湯

顕
祖
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
六
）
に
よ
る
「
玉
茗
堂
四
夢
」
で
あ

る
。湯

顕
祖
は
「
実
生
活
に
お
い
て
夢
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
夢
は
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現
実
の
予
兆
で
あ
り
、
ま
た
現
実
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
堅

く
信
じ
て
い
た
人
」
で
あ
っ
た
（
注
2
）
。「
玉
茗
堂
四
夢
」
と
は
、

「
枕
中
記
」、「
南
柯
太
守
伝
」
に
取
材
し
た
『
邯
鄲
夢
』、『
南
柯

夢
』
に
、『
還
魂
記
』、『
紫
釵
記
』
を
加
え
た
四
作
品
を
い
う
。

幻
想
的
で
あ
り
な
が
ら
も
現
実
味
を
帯
び
て
読
者
に
迫
る
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
夢
と
現
実
と
が
巧
妙
に
連
続
し
た
物
語
世
界
を
展
開

す
る
。
で
は
、
幻
想
文
学
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
夢
が
華
や
か
に

描
か
れ
る
一
方
、
占
夢
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
の
か
。

古
代
よ
り
人
々
の
精
神
的
営
為
を
支
え
て
き
た
占
夢
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
現
実
的
な
方
策
と
し
て
活
用
す
る
立
場
と
そ
れ
ほ
ど

の
価
値
を
見
出
さ
な
い
立
場
と
が
あ
り
な
が
ら
、
占
夢
の
需
要
自

体
は
そ
の
後
も
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
注
3
）
。
だ
が
そ
の
様
相

は
、
読
者
を
幻
想
的
世
界
へ
と
誘
う
「
夢
」
ほ
ど
の
熱
気
は
帯
び

ず
、
現
世
利
益
に
直
結
す
る
醒
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
明
代
に
な
る
と
そ
の
状
況
は
一
変
し
、
占
夢
に

関
す
る
大
部
な
夢
書
が
立
て
続
け
に
登
場
す
る
。

歴
代
の
史
書
に
見
え
る
図
書
目
録
を
見
る
限
り
、
夢
書
自
体
は

一
定
の
範
囲
で
供
給
・
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
注
4
）
。

そ
の
多
く
は
占
辞
が
配
列
さ
れ
る
「
占
夢
書
（
～
占
夢
書
）」、

「
解
夢
書
（
～
解
夢
書
）」
だ
が
、
そ
の
大
半
は
散
佚
、
も
し
く
は

敦
煌
文
書
残
巻
と
し
て
僅
か
に
現
存
す
る
の
み
で
、
夢
書
間
の
関

連
性
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
困
難
な
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
時
代
が
変
わ
れ
ば
人
々
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
興
味
関

心
の
対
象
も
変
化
す
る
た
め
、
夢
に
現
れ
る
事
物
や
占
辞
の
内
容

も
随
時
更
新
さ
れ
て
い
く
（
注
5
）
。
だ
が
、
明
代
に
お
い
て
は
好
古

の
傾
向
も
比
較
的
関
係
し
て
か
古
い
占
辞
な
ど
も
積
極
的
に
収
集

さ
れ
て
お
り
、
大
部
な
夢
書
が
完
成
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
夢
書
は
ど
れ
ほ
ど
流
通
し
て
い
た
の
か
。
以

下
、
参
考
ま
で
に
、
明
清
の
蔵
書
家
に
よ
る
図
書
目
録
を
見
て
み

た
い
。

明
代

○
『
趙
定
宇
書
目
』

夢
占
類
考

解
夢
書
一
本

夢
占
外
旨

○
『
文
淵
閣
書
目
』
巻
十
五

夢
書
（
一
部
一
冊
闕
）

解
夢
書

○
『
内
板
経
書
紀
略
』

解
夢
書
大
全
（
二
本
七
十
葉
）

○
『
行
人
司
重
刻
書
目
』

帰
雲
別
集
（
二
十
本
二
巻
）

○
『
晁
氏
宝
文
堂
書
目
』
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古
今
紀
夢
要
覧
（
類
書
類
）

解
夢
厭
恠
書
（
陰
陽
類
）

○
『
国
史
経
籍
志
』
巻
四
下　

子
類
五
行
家
占
夢

占
夢
書
三
巻　

京
房

又
一
巻　

崔
元

又
三
巻　

周
宣

又
一
巻　

竭
伽
仙
人

又
四
巻　

盧
重
元

夢
雋
一
巻　

柳
璨

解
夢
録
一
巻　

僧
紹
端

夢
占
逸
旨
八
巻　

国
朝
陳
士
元

清
代

○
『
文
選
楼
蔵
書
記
』

夢
占
類
考
十
二
巻　

明
張
鳳
翼
輯
。
長
洲
人
。
刊
本
。
是
書

紀
古
今
夢
兆
。
自
天
象
至
説
夢
、
分
類　

三
十
有
四
。

○
『�

蔵
園
訂
補
郘
亭
知
見
伝
本
書
目
』
二 

子
部 

術
数
類 

雑
技

術
之
属

補�　

夢
占
類
考
十
二
巻
（
明
張
鳳
翼
撰
）
明
万
暦
刊
本
。
十

行
二
十
二
字
、
黒
口
左
右
双
闌
。
目
後
有
「
万
暦
乙
酉
孟

夏
信
陽
王
氏
梓
行
」
一
行
。
余
蔵
。
四
庫
存
目
。

○
『
万
巻
精
華
楼
蔵
書
記
』
巻
八
十
五　

術
数
類

夢
林
元
解
三
十
四
巻
（
注
6
）　

明
何
棟
如
撰　

明
本

○
『
鄭
堂
読
書
記
』
巻
四
十
七

夢
占
逸
旨
六
巻　

芸
海
珠
塵
本

○
『
鄭
堂
読
書
記
補
逸
』
巻
二
十
三

夢
林
元
解
三
十
四
巻　

明
刊
本
亦
陳
士
元
撰
、何
棟
如
重
輯
。

四
庫
全
書
存
目
、
心
叔
既
撰
夢
占
逸
旨
八
巻
、
已
付
之

梓
。
復
得
円
夢
秘
策
一
書
、
亦
八
巻
。

○
『
平
津
館
鑑
蔵
記
書
籍
』

夢
書　

洪
頤
煊
集
本

○
『
天
一
閣
書
目
』

夢
兆
要
覧
二
巻

○
『
浙
江
採
集
遺
書
総
録
』

夢
占
類
考
十
二
巻　

刊
本

　

右
明
長
洲
張
鳳
翼
輯
。

夢
兆
要
覧　

刊
本

　

右
明
礼
部
尚
書
鄱
陽
童
軒
撰
。
乃
考
列
史
伝
所
載
夢
験
。

○
『
虞
山
銭
遵
王
蔵
書
目
録
彙
編
』

夢
書
一
巻

○
『
持
静
齋
書
目
』

夢
占
逸
旨
八
巻　

帰
雲
別
集
刊
本　

明
陳
士
元
撰

○
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十
三

童
軒
夢
徴
録　

鄱
陽
人　

案
遺
書
目
作
夢
徴
要
覧
二
巻
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張
幹
山
古
今
応
験
異
夢
全
書
四
巻　

揚
州
衛
指
揮

陳
士
元
夢
占
逸
旨
八
巻

張
鳳
翼
夢
占
類
考
十
二
巻

解
夢
心
鏡
五
巻

古
今
纂
要
夢
珍
故
事
三
巻

古
今
記
夢
要
覧
二
巻

古
今
夢
徴

以
上
の
書
目
の
う
ち
、
冒
頭
で
述
べ
た
「
大
部
な
夢
書
」
と
な

る
の
が
『
夢
林
玄
解
』、『
夢
占
類
考
』、『
夢
占
逸
旨
』
で
あ
る

（
全
て
現
存
す
る
）。
こ
れ
ら
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
夢
に
関
す
る
事
項
も
し
く
は
夢
に
現
れ
る
事
象
を
項
目
ご
と

に
整
理
配
列
し
た
、
い
わ
ば
類
書
的
性
格
を
持
つ
篇
が
見
え
る
こ

と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
稿
で
主
に
扱
う
『
夢
占
逸
旨
』
の
場

合
、
夢
の
生
成
論
や
占
夢
理
論
を
説
く
内
篇
に
対
し
、
そ
の
副
次

的
資
料
と
し
て
類
書
的
性
格
を
持
つ
外
篇
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

『
夢
占
逸
旨
』
の
流
通
に
つ
い
て
、
周
亮
工
（
一
六
一
二
～
一

六
七
二
）
の
『
因
樹
屋
書
影
』
に
よ
る
と
、
陳
士
元
は
著
述
の
多

い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
自
撰
集
『
帰
雲
別
集
』、『
外

集
』
全
篇
の
入
手
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
（
注
7
）
。
ま
た
、「
帰

雲
別
集
十
種
七
十
四
巻
外
集
十
種
六
十
七
巻　

明
刊
本
」
を
蔵
す

る
葉
徳
輝
（
一
八
六
四
～
一
九
二
七
）『
郋
園
読
書
志
』
は
、
周

亮
工
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
れ
に
拠
れ
ば
、
書
は
国
初
に
在
り
て
已
に
得
る
こ
と
易
か

ら
ず
、
今
又
た
二
百
余
年
を
歴
し
、
更
に
希
罕
な
り
。
此
の

集
二
三
種
を
缺
く
と
雖
も
、
之
を
櫟
園
〔
筆
者
注
…
周
亮
工
の

号
〕
の
見
る
と
こ
ろ
と
較
ぶ
れ
ば
、
実
に
完
帙
た
り
。
道
光

癸
巳
に
涂
氏
重
刻
す
。
但
だ
別
集
十
種
あ
り
て
外
集
な
し
。

何
の
故
か
を
知
ら
ず
。
…
…
今
先
生
の
『
論
語
類
考
』、『
孟

子
雑
記
』
は
已
に
陳
春
の
『
湖
海
楼
叢
書
』
に
刻
入
さ
れ
、

『
夢
占
逸
旨
』、『
江
漢
叢
談
』
は
已
に
呉
省
蘭
『
芸
海
珠
塵
』

に
刻
入
さ
れ
、『
名
疑
』
は
已
に
張
海
鵬
『
借
月
山
房
叢
書
』

に
刻
入
さ
れ
、『
易
象
鉤
解
』
は
已
に
銭
熙
祚
『
守
山
閣
叢

書
』
に
刻
入
さ
れ
、
其
の
余
他
種
は
多
く
近
日
趙
尚
輔
編
む

所
の
『
湖
北
叢
書
』
に
刻
入
さ
る
。
近
く
六
七
十
年
、
已
に

家
に
其
の
書
あ
り
。
而
る
に
旧
刻
を
求
む
る
こ
と
此
く
の
如

き
は
、
已
に
宣
鑪
・
成
窯
の
如
し
。
鼎
彝
と
並
べ
て
貴
ぶ
と

雖
も
可
な
り
。
是
の
書
曾
て
南
匯
呉
稷
堂
侍
郎
省
蘭
の
蔵
す

る
所
た
り
。
前
に
印
記
あ
り
（
注
8
）
。

葉
徳
輝
所
蔵
の
『
帰
雲
別
集
』
と
『
外
集
』
に
は
一
部
佚
し
た

も
の
も
あ
る
が
、
周
亮
工
所
蔵
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
篇
数
も
多

か
っ
た
と
い
う
。
周
亮
工
の
時
代
に
お
い
て
は
入
手
困
難
で
あ
っ

（ 110 ）



た
陳
士
元
の
著
作
も
、
複
数
の
叢
書
に
刻
入
さ
れ
て
か
ら
は
閲
す

る
こ
と
も
容
易
と
な
り
、『
夢
占
逸
旨
』
は
呉
省
蘭
『
芸
海
珠
塵
』

に
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

陳
士
元
は
豊
富
な
著
述
を
残
し
、
そ
の
内
容
も
博
覧
堅
実
と
評

価
さ
れ
る
学
者
で
あ
っ
た
。
字
は
心
叔
、
号
は
養
吾
。
正
徳
十
一

年
（
一
五
二
八
）
応
城
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
四

四
）
に
は
進
士
に
及
第
す
る
。
そ
の
後
は
灤
州
の
知
と
な
る
が
、

そ
の
官
吏
人
生
は
数
年
後
に
し
て
突
如
終
わ
り
を
告
げ
る
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
『
因
樹
屋
書
影
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
生
攬
揆
の
前
一
夕
、
夢
に
一
老
翁
冠
袍
款
戸
し
て
入
り
、

自
ら
斉
卿
孟
軻
と
称
す
。
翌
日
に
し
て
心
叔
生
ま
れ
、
其
の

父
遂
に
字
し
て
孟
卿
と
曰
う
。
後
に
嘉
靖
甲
辰
の
進
士
に
登

り
、
灤
州
に
刺
た
り
。
己
酉
三
月
上
丁
、
孔
廟
に
事
う
る
こ

と
あ
り
、
孟
子
に
分
献
す
る
も
、
木
主
故
な
く
し
て
自
ら
仆

れ
、
型
爵
皆
な
地
に
堕
つ
。
心
叔
之
を
悪
み
、
遂
に
自
ら
免

じ
て
帰
す
。
養
吾
子
と
称
し
、
影
を
息
め
て
読
書
す
。
故
に

著
書
甚
だ
富
め
り
（
注
9
）
。

祭
祀
時
に
孟
子
の
木
主
が
倒
れ
た
こ
と
を
気
に
病
ん
だ
末
の
致

仕
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
、
父
親
が
見
た
夢
か
ら
自
身
は

孟
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
は
「
少
く
し
て
跅
弛
、
奇
気
を
負
う
」（『
東
林
党

籍
考
』
引
く
『
光
諸
県
志
』）
と
い
う
鷹
揚
か
つ
気
儘
な
、
常
人

と
は
異
な
る
気
質
が
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
10
）
。

こ
の
陳
士
元
の
『
夢
占
逸
旨
』
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で

考
察
を
進
め
、
ま
た
内
篇
の
訳
注
を
作
成
す
る
な
ど
、
そ
の
全
貌

解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
（
注
11
）
、
本
書
に
は
版
本
の
系
統
な
ど

未
だ
謎
め
い
た
部
分
も
多
い
。

現
在
最
も
容
易
に
閲
覧
で
き
る
の
は
、『
芸
海
珠
塵
』
所
収
本

（
嘉
慶
中
南
匯
呉
氏
聴
彜
堂
刊
本
。
暫
定
的
に
「
芸
本
」
と
呼
ぶ
）

で
あ
り
、『
帰
雲
別
集
』
所
収
本
（
道
光
十
三
年
応
城
呉
毓
梅
校

刊
同
治
十
三
年
修
補
本
。
暫
定
的
に
「
帰
本
」
と
呼
ぶ
）
が
こ
れ

に
次
ぐ
。
両
種
を
比
較
す
る
と
、
典
拠
の
引
用
や
書
式
に
や
や
崩

れ
た
と
こ
ろ
が
見
え
る
帰
本
に
対
し
、
芸
本
は
比
較
的
整
っ
て
い

る
。
だ
が
、
芸
本
に
は
帰
本
に
な
い
誤
記
も
確
認
で
き
る
た
め
、

『
夢
占
逸
旨
』
の
原
初
形
態
に
近
い
版
本
を
特
定
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
筆
者
は
明
嘉
靖
年
間
刊
本
『
夢
占

逸
旨
』（
以
下
、
暫
定
的
に
「
明
刊
本
」
と
呼
ぶ
）
が
台
湾
の
中

央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
（
以
下
、
傅
図
）
に
現
存
す
る
こ
と
を

偶
然
に
知
り
実
見
調
査
を
行
っ
た
（
注
12
）
。
そ
の
際
、
以
下
の
三
点

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
一
）�

明
刊
本
に
は
陳
毅
と
い
う
人
物
に
よ
る
題
記
が
書
き
入

（ 111 ）



れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
二
）�

明
刊
本
の
本
文
お
よ
び
注
の
内
容
は
芸
本
と
よ
く
一
致

す
る
こ
と
。

（
三
）�『
夢
占
逸
旨
』
本
文
に
付
さ
れ
た
注
釈
は
、
従
来
陳
士
元

本
人
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
（
注
13
）
、
明
刊
本
で

は
子
の
陳
堦
に
よ
る
注
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「
自
注
」
は
「
他
注
」
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
一
）
の
場
合
、
題
記
の
内
容
は
も
と
よ
り
該
書
が
台
湾
へ
流

出
し
た
経
緯
な
ど
興
味
深
い
。
そ
し
て
（
二
）
で
は
、
芸
本
が

『
夢
占
逸
旨
』
の
原
書
形
態
に
近
い
性
格
を
持
つ
版
本
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。（
三
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
段
階
で
陳

堦
注
が
削
除
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
今
回
新
た
に
得
た
情
報
に
つ
い
て
考
察
し
、『
夢
占
逸
旨
』

の
周
辺
、
と
り
わ
け
本
書
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
後
世
受
容
さ
れ

る
に
至
っ
た
か
と
い
う
点
に
も
迫
り
つ
つ
、
中
国
に
お
け
る
夢
文

化
の
一
側
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
陳
毅
に
よ
る
題
記

題
記
の
筆
者
で
あ
る
陳
毅
（
一
八
七
三
～
？
）
は
清
末
民
初
の

学
者
、
政
治
家
、
蔵
書
家
で
あ
る
。
そ
の
経
歴
の
一
部
は
『
夢
占

逸
旨
』
流
伝
の
経
緯
に
関
わ
る
た
め
、
以
下
簡
単
に
触
れ
て
お

く
。陳

毅
、
字
は
士
可
。
湖
北
省
漢
陽
府
黄
陂
県
に
生
ま
れ
る
。
湖

北
両
湖
書
院
（
一
八
九
三
年
に
「
自
強
学
堂
」、
一
九
〇
二
年
に

「
湖
北
方
言
学
堂
」
と
改
称
）
に
学
び
、
中
華
民
国
期
は
北
京
政

府
の
総
統
府
秘
書
、
蒙
蔵
事
務
局
参
事
、
蒙
蔵
院
参
事
を
歴
任
し

た
。
陳
毅
が
注
力
し
た
事
業
は
、
中
国
近
代
教
育
制
度
改
革
と
対

モ
ン
ゴ
ル
政
策
で
あ
る
。

陳
毅
が
学
ん
だ
湖
北
両
湖
書
院
は
、
洋
務
派
官
僚
と
し
て
知
ら

れ
る
張
之
洞
が
両
湖
総
督
時
に
設
立
し
た
学
舎
で
、
西
洋
の
学
問

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
（
注
14
）
。
そ
の
後
、
両
湖
書
院
の
助

教
と
な
っ
た
陳
毅
は
張
之
洞
の
命
を
受
け
、
王
国
維
ら
と
共
に
日

本
の
学
制
と
教
育
事
情
の
視
察
に
向
か
っ
て
い
る
。
陳
毅
の
日
本

滞
在
は
一
九
〇
一
年
十
二
月
か
ら
二
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
（
注
15
）
、

元
朝
史
・
辺
疆
史
地
に
も
関
心
を
持
つ
陳
毅
は
、
視
察
の
傍
ら
那

珂
通
世
ら
東
洋
史
の
研
究
者
と
も
交
流
を
深
め
て
い
る
（
注
16
）
。

清
朝
末
期
は
西
欧
列
強
国
の
進
出
に
伴
う
自
国
の
分
断
と
日
清

戦
争
の
敗
北
に
よ
り
、
国
家
体
制
の
改
革
と
国
力
強
化
を
急
務
と

す
る
一
部
の
進
歩
的
知
識
人
が
奔
走
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
時
流
の
中
で
、
一
九
〇
三
年
、
近
代
中
国
に
お
け
る
教
育
改

革
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
奏
定
学
堂
章
程
」（
癸
卯
学
制
）

は
、
日
本
の
学
制
と
教
育
現
場
に
範
を
取
る
中
国
近
代
教
育
制
度
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の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
起
草
を
担
当
し
た
の
が
陳
毅
で
あ
っ

た
（
注
17
）
。

そ
の
後
、
陳
毅
は
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
お
け
る
折
衝
に
従
事
す

る
。
こ
の
政
策
は
、
清
朝
崩
壊
後
に
蒙
古
王
公
ら
を
中
心
に
独
立

宣
言
し
た
ボ
グ
ド･
ハ
ー
ン
政
権
に
対
し
、
独
立
を
容
認
し
な
い

構
え
の
中
華
民
国
が
執
っ
た
強
気
な
対
蒙
古
政
策
で
あ
る
。
一
九

一
四
年
に
は
、
ボ
グ
ド･
ハ
ー
ン
政
権
が
ロ
シ
ア
と
協
定
を
結
び

独
立
の
実
現
を
画
策
す
る
流
れ
を
受
け
て
キ
ャ
フ
タ
会
議
が
開
か

れ
た
。
外
蒙
内
蒙
の
法
的
統
治
を
め
ぐ
る
こ
の
会
議
で
は
、
中
国

宗
主
権
の
も
と
で
の
外
蒙
古
の
自
治
を
容
認
す
る
キ
ャ
フ
タ
協
定

が
締
結
さ
れ
た
が
、
当
時
の
蒙
蔵
院
参
事
で
あ
っ
た
陳
毅
は
、
こ

の
会
議
で
専
使
補
佐
を
務
め
て
い
る
（
注
18
）
。
し
か
し
、
一
九
二
一

年
に
起
こ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
革
命
に
お
い
て
ロ
シ
ア
白
軍
と
連
合
し

た
蒙
古
軍
が
庫
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

倫
を
攻
撃
す
る
と
、
防
戦
に
あ
た
っ
た
陳
毅
は

敗
北
し
、
庫
倫
は
陥
落
す
る
。
そ
の
後
陳
毅
は
職
務
を
罷
免
さ
れ

て
い
る
が
、
以
後
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
（
注
19
）
。

以
上
が
陳
毅
の
略
歴
で
あ
る
。
で
は
、
近
代
教
育
の
推
進
に
関

わ
り
、
か
つ
西
欧
の
学
問
に
対
す
る
見
識
も
備
え
た
陳
毅
が
記
し

た
『
夢
占
逸
旨
』
の
題
記
に
は
い
か
な
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
た

の
か
。吾

が
宗　

帰
雲
先
生
は
著
述
宏
富
、
明
代
に
在
り
て
は
当
に

升
庵
と
並
駕
す
べ
し
。
此
の
『
夢
占
逸
旨
』
は
特
に
其
の
余

事
な
る
の
み
。
占
夢
の
術　

迷
信
に
近
き
と
雖
も
、
然
る
に

神
意
の
間
に
何
を
以
て
か
此
の
幻
象
を
生
ず
る
は
、
亦
た
心

理
学
を
講
ず
る
者
の
解
決
す
る
を
至
難
と
す
る
の
疑
問
な

り
。
此
の
書
は
徴
攬
宏
博
、
研
究
の
資
に
供
す
べ
き
と
信

ず
。
暇
あ
り
て
廠
肆
に
游
び
、
偶
ま
此
の
本
を
獲
、
故
に
其

の
旨
趣
を
簡
端
に
掲
げ
て
、
以
て
学
子
に
告
ぐ
。
光
緒
丁
未

十
月
十
六
日
、
博
士
泉
主
陳
毅　

京
寓
槐
幄
軒
に
識
す
。
此

の
書
近
く
は
惟
だ
『
芸
海
珠
塵
』
に
の
み
刻
本
あ
る
も
、
此

の
本
は
嘉
靖
原
刊
に
し
て
、
至
っ
て
得
難
き
と
為
す
。
読
者

当
に
之
を
宝
惜
す
べ
し
。
毅
又
た
記
す
。
黄
陂
陳
毅
（
注
20
）

「
嘉
靖
原
刊
」
と
い
う
資
料
的
価
値
に
も
触
れ
つ
つ
、
そ
の
学

術
的
意
義
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。
中
で
も
占
夢
を
「
迷
信
に

近
」
い
と
し
な
が
ら
、
夢
の
発
生
に
対
す
る
問
題
提
起
を
行
う
記

述
は
、
清
末
か
ら
民
国
へ
の
移
行
期
に
西
洋
科
学
、
と
り
わ
け
心

理
学
と
の
関
わ
り
か
ら
な
さ
れ
た
、
夢
に
対
す
る
再
評
価
の
一
側

面
を
知
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陳
毅
の
言
う
当
時
の

「
心
理
学
」
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。

「
心
理
学
」
が
西
周
に
よ
る
訳
語
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り

だ
が
、
こ
れ
は
現
代
に
お
け
る
「
心
理
学
」
と
は
異
な
る
。
現
代

に
お
け
る
呼
称
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
近
代
教
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育
制
度
に
お
い
て
開
設
さ
れ
た
「
実
験
心
理
学
」
を
指
す
。
日
本

で
は
、
海
外
で
学
ん
だ
実
験
手
法
を
伝
え
た
元も
と

良ら

勇
次
郎
（
一
八

五
八
～
一
九
一
二
）
ら
専
門
家
に
よ
る
後
進
の
育
成
と
研
究
の
推

進
が
行
わ
れ
現
在
に
至
る
。
一
方
の
中
国
は
、
日
本
人
に
よ
る
心

理
学
関
連
の
著
作
や
翻
訳
を
通
し
て
西
学
と
し
て
の
心
理
学
を
輸

入
し
た
が
、「
心
理
学
」
と
い
う
用
語
が
す
ぐ
さ
ま
実
験
心
理
学

の
意
味
で
中
国
人
に
認
知
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
中
国
で
は
ギ
リ
シ
ア
同
様
「
心
」
に
関
す
る
議
論
が

古
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
十
七
世
紀
に
は
宣
教
師
を
経
由
す
る

形
で
心
に
つ
い
て
の
学
問
（
当
時
の
神
学
的
唯
心
論
の
色
彩
が
強

い
も
の
）
が
流
入
し
て
い
た
（
注
21
）
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

「
心
理
学
」
と
い
う
用
語
の
含
意
は
、
実
験
心
理
学
が
本
格
的
に

定
着
す
る
ま
で
曖
昧
な
状
態
に
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
西
学
を

受
容
す
る
中
で
、
漸
次
そ
の
内
容
を
変
え
な
が
ら
各
国
の
学
問
体

系
の
中
で
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
哲
学
と
心
理
学
と

が
混
在
す
る
状
況
が
七
〇
年
代
ま
で
続
い
た
が
（
注
22
）
、
両
者
の
混

在
に
つ
い
て
は
中
国
で
も
同
様
で
、
論
争
を
引
き
起
こ
す
契
機
に

も
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
二
年
に
陳
黻
宸
が
心
理
学
は
哲

学
を
包
摂
す
べ
き
と
の
認
識
を
示
し
た
（『
新
世
界
学
報
』「
叙

例
」）
の
に
対
し
、
梁
啓
超
は
次
の
よ
う
な
異
論
を
唱
え
て
い
る
。

日
本
人
は
英
語
の
“psychology

”
を
訳
し
て
心
理
学
と

し
、“philosophy

”
を
訳
し
て
哲
学
と
し
た
。
両
者
の
範

囲
は
、
は
っ
き
り
と
異
な
っ
て
い
る
。
我
々
の
訳
語
を
日

本
人
に
盲
従
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
は
い
え
、
日
本
人
の

訳
語
は
、
非
常
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
欧
文
の
語
原
と
も
よ

く
符
合
し
て
お
り
、
こ
れ
を
急
に
変
え
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。
…
“psychology

”
と
“ethics

”（
倫
理
学
）
は

み
な
“philosophy

”
の
一
部
で
あ
る
。
哲
学
と
い
う
分
類

を
立
て
て
、
心
理
・
倫
理
は
み
な
こ
れ
に
入
れ
る
の
が
適
当

で
あ
ろ
う
（
注
23
）
。（『
新
民
叢
報
』
第
十
八
号
、一
九
〇
二
年
）

近
代
教
育
の
基
幹
と
な
る
学
問
体
系
を
い
か
に
構
築
す
る
か
を

め
ぐ
り
、
学
問
の
分
類
に
注
力
さ
れ
た
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
記

述
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
内
容
は
、「
心
理
学
」
と
い
う
用
語
が
日

本
で
作
ら
れ
た
“psychology

”
の
訳
語
で
あ
る
と
の
認
識
が
当

時
の
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
夢
占
逸
旨
』
の
題
記
が
書

か
れ
た
一
九
〇
七
年
は
日
本
で
生
ま
れ
た「
心
理
学（psychology

）」

と
い
う
訳
語
が
中
国
に
も
定
着
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
だ
が
そ
の

含
意
は
、
前
近
代
的
か
つ
哲
学
的
意
味
が
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
陳
毅
が
占
夢
を
「
迷
信
に
近
」
い
と

し
な
が
ら
も
、
一
方
で
夢
と
い
う
現
象
の
発
生
に
関
心
を
持
ち
、

こ
れ
を
当
時
の
「
心
理
学
」
分
野
に
お
け
る
課
題
と
し
た
こ
と
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は
、
夢
や
占
夢
が
従
来
と
は
異
な
る
新
た
な
段
階
で
思
索
さ
れ
始

め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

三
、『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
系
統
と
明
刊
本
流
伝
の
経
緯

上
述
の
通
り
、『
帰
雲
別
集
』
と
『
外
集
』
所
収
の
著
作
は
、

他
の
叢
書
に
刻
入
さ
れ
て
か
ら
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
節
で
は
、
以
下
『
夢

占
逸
旨
』
の
主
な
版
本
に
つ
い
て
暫
定
的
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
現
在
傅
図
に
蔵
さ
れ
て
い
る
「
明
刊

本
」、
す
な
わ
ち
明
嘉
靖
壬
戌
（
一
五
六
二
）
刊
本
で
あ
る
（
以

下
、「
①
嘉
靖
本
」
と
す
る
）。
そ
の
後
、
万
暦
癸
未
（
一
五
八

三
）
に
『
帰
雲
別
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
『
夢
占
逸

旨
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
②
万
暦
本
）。
そ
の
後
、
清
の
嘉
慶

年
間
に
は
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』
に
『
夢
占
逸
旨
』
が
収
録
さ

れ
る
。（
上
述
の
「
芸
本
」。
以
下
、「
③
嘉
慶
本
」
と
す
る
）。
道

光
癸
巳
（
一
八
三
三
）
に
な
る
と
、『
夢
占
逸
旨
』
を
収
容
す
る

『
帰
雲
別
集
』
が
重
刻
さ
れ
る
。（
上
述
の
「
帰
本
」。
以
下
、「
④

道
光
本
」
と
す
る
）。

こ
れ
ら
四
種
の
版
本
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
①
嘉

靖
本
と
②
万
暦
本
は
陳
士
元
自
身
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
初
期
の

版
本
で
あ
り
、
②
万
暦
本
の
本
篇
冒
頭
、「
夢
占
逸
旨
巻
々
一　

内
篇
」
の
下
に
「
帰
雲
別
集
二
十
六
」
と
あ
る
以
外
の
異
同
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
字
体
な
ど
も
細
部
に
わ
た
り
酷

似
し
て
い
る
た
め
、
両
者
は
お
そ
ら
く
同
じ
版
木
に
よ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
③
嘉
慶
本
も
①
嘉
靖
本
と
よ
く
一
致
す
る

た
め
、
①
嘉
靖
本
、
②
万
暦
本
、
③
嘉
慶
本
は
お
お
よ
そ
同
系
統

の
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
と
系
統
を
異
に
す
る
の
が
④
道
光
本
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
が
、
書
式
の

相
違
以
外
に
も
、
一
部
本
文
と
注
釈
（
割
注
）
が
混
同
す
る
な
ど

粗
雑
な
箇
所
も
見
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
重
刻
時
の
誤
刻
も

し
く
は
意
図
的
な
改
竄
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
は
そ
の
原
初
形
態
を
伝
え
る
嘉

靖
本
系
統
と
、
そ
う
で
は
な
い
道
光
本
系
統
の
二
つ
に
大
別
で
き

る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
①
嘉
靖
本
が
傅
図
に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
嘉
靖
本
に
は
陳
毅

の
蔵
書
印
と
は
別
に
「
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
所
蔵
図
書
印
」

が
押
印
さ
れ
て
い
る
。
東
方
文
化
事
業
と
は
、
一
九
二
三
年
に
制

定
・
公
布
さ
れ
た
「
対
支
文
化
事
業
特
別
法
」
の
も
と
で
推
進
さ

れ
た
日
中
共
同
文
化
事
業
の
総
称
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
の
五
四

運
動
等
を
背
景
に
悪
化
し
た
反
日
感
情
の
沈
静
化
を
図
る
も
の

で
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
義
和
団
賠
償
金
（
庚
子
賠
款
）
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か
ら
支
出
す
る
形
で
対
華
文
化
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
、

一
九
二
五
年
に
は
実
施
機
関
と
な
る
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
を

北
京
に
設
立
し
た
（
注
24
）
。

東
方
文
化
事
業
の
基
本
方
針
と
な
る
「
汪
・
出
淵
協
定
」
に

は
、「
三
、
北
京
に
図
書
館
及
び
人
文
科
学
研
究
所
を
設
立
す
る
」

と
い
う
条
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
い
、
東
方
文
化
事
業

総
委
員
会
の
直
属
機
関
と
し
て
北
京
人
文
科
学
研
究
所
が
設
置
さ

れ
、
図
書
館
設
立
の
た
め
の
東
方
文
化
図
書
館
籌
備
処
も
開
設
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
図
書
館
設
立
よ
り
も
四
庫
全
書
の
続

修
と
な
る
書
籍
の
提
要
執
筆
を
優
先
し
た
こ
と
で
、
収
集
の
対
象

も
提
要
執
筆
に
必
要
な
書
籍
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
注
25
）
。

書
籍
の
購
入
が
行
わ
れ
た
期
間
は
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
四

年
の
九
年
間
で
あ
り
（
注
26
）
、
一
九
三
八
年
に
は
図
書
館
籌
備
処
蔵

書
の
書
目
を
載
せ
た
『
北
京
人
文
科
学
研
究
所
蔵
書
目
録
簡
目
』

が
編
ま
れ
、
そ
の
子
部
術
数
類
「
七
雑
技
術
」
に
は
「
夢
占
逸
旨

八
巻　

明
陳
士
元
撰　

明
嘉
靖
間
刊
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
本
『
夢
占
逸
旨
』
が
提
要
執
筆
の
対
象
と
し

て
選
定
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
東
方
文
化
事
業
総
委
員

会
所
蔵
図
書
印
」
が
押
印
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
実
際
に
執
筆
さ
れ
た
『
夢
占
逸
旨
』
の
提
要
は
「
清
嘉

慶
間
刊
本
」
と
な
っ
て
お
り
（
注
27
）
、
続
修
四
庫
全
書
に
は
「
拠
華

東
師
範
大
学
図
書
館
蔵
清
嘉
慶
呉
氏
聴
彝
堂
刻
芸
海
珠
塵
本
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
嘉
靖
本
が
結
果
と
し
て
提
要
執
筆
時
に
参
照

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
本
書
が
提
要
執
筆
の
対
象
と
し

て
不
適
切
と
見
な
さ
れ
た
、
も
し
く
は
提
要
執
筆
者
が
本
書
を
参

照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
意
図
的
に
参
照
を
避

け
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
時
点
に
お
い
て
正
確

な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
当
時
の
外
交
問
題
お
よ
び
総
委
員
会
内
部
の
問
題
に
よ

り
、
続
修
四
庫
全
書
提
要
の
編
纂
作
業
は
難
航
し
、
終
戦
後
に
は

一
旦
頓
挫
す
る
。
一
九
四
五
年
に
は
民
国
政
府
が
派
遣
し
た
沈
兼

士
に
よ
っ
て
、
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
お
よ
び
北
京
人
文
科
学

図
書
館
、
上
海
近
代
科
学
図
書
館
を
接
収
す
る
手
続
き
が
執
ら
れ

た
。
翌
年
に
は
上
記
二
つ
の
図
書
施
設
が
国
民
政
府
か
ら
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
（
史
語
所
）
に
分
与
さ
れ
、
図
書
も
史
語

所
に
特
設
さ
れ
た
北
平
図
書
資
料
整
理
処
に
収
蔵
さ
れ
る
（
注
28
）
。

こ
こ
で
嘉
靖
本
流
伝
の
経
緯
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
推
測
が
可
能
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
九
〇
七
年
に
陳
毅
が

偶
然
発
見
し
て
購
入
し
た
嘉
靖
本
は
、
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
期
に
起

こ
っ
た
蒙
古
軍
に
よ
る
庫
倫
攻
撃
（
一
九
二
一
年
）
な
ど
の
動
乱

に
紛
れ
て
、
陳
毅
の
手
を
離
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
注
29
）
。
そ
の
後
、

続
修
四
庫
全
書
提
要
執
筆
事
業
を
推
進
し
て
い
た
東
方
文
化
事
業

総
委
員
会
が
嘉
靖
本
を
入
手
す
る
と
、
本
書
は
北
京
人
文
科
学
図

書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
終
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
は
史
語
所
に
移
管
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さ
れ
る
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
史
語
所
は
一
九
四
八
年
に
台
湾

へ
移
設
さ
れ
た
た
め
、
嘉
靖
本
も
そ
れ
に
伴
っ
て
台
湾
に
渡
る
こ

と
に
な
っ
た
（
注
30
）
。
そ
し
て
一
九
六
〇
年
に
傅
図
が
設
立
さ
れ
る

と
、
嘉
靖
本
は
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
旧
蔵
書
来
源
の
善
本
と

し
て
傅
図
に
所
蔵
さ
れ
現
在
に
至
る
（
注
31
）
。

四
、
他
書
と
の
関
係
お
よ
び
今
後
の
課
題

以
上
、
嘉
靖
本
『
夢
占
逸
旨
』
の
調
査
を
契
機
と
し
、
新
た
に

得
た
情
報
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
僅
か
な
が
ら
考
察
を
行
っ

て
き
た
。
こ
こ
で
以
下
、
本
稿
の
冒
頭
に
立
ち
返
り
、『
夢
占
類

考
』
や
『
夢
林
玄
解
』
な
ど
他
書
と
の
関
係
か
ら
も
、『
夢
占
逸

旨
』
受
容
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

『
夢
占
逸
旨
』
を
は
じ
め
と
す
る
夢
書
を
時
系
列
に
並
べ
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
る
が
、『
夢
占
逸
旨
』
の
受
容
と
い
う
点
か
ら

見
る
と
、『
夢
占
逸
旨
』
を
引
く
『
夢
林
玄
解
』
の
持
つ
意
味
は

重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
夢
林
玄
解
』
に
は
二
種
の
版
本
（
明

崇
禎
年
間
刊
と
清
康
煕
年
間
刊
）
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

に
載
る
『
夢
占
逸
旨
』
を
、
こ
こ
で
は
⑤
崇
禎
本
、
⑥
康
煕
本
と

し
て
お
く
。（
①
～
④
は
再
掲
）

・�

嘉
靖
四
十
一
年
（
一
五
六
二
）
刊
本
『
夢
占
逸
旨
』（
①
嘉
靖
本
）

・�

万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
刊
本
『
帰
雲
別
集
』
所
収
『
夢
占

逸
旨
』（
②
万
暦
本
）

・
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
刊
本
『
夢
占
類
考
』

・�

崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
刊
本
『
夢
林
玄
解
』
所
収
『
夢
占
逸

旨
』（
⑤
崇
禎
本
）（
注
32
）

・�

康
煕
年
間
刊
本
『
夢
林
玄
解
』
所
収
『
夢
占
逸
旨
』（
⑥
康
煕
本
）

・�

嘉
慶
年
間
刊
本
『
芸
海
珠
塵
』
所
収
『
夢
占
逸
旨
』（
③
嘉
慶
本
）

・�

道
光
十
三
年
（
一
八
三
三
）、『
帰
雲
別
集
』
重
刻
本
所
収
『
夢

占
逸
旨
』（
④
道
光
本
）

本
来
、『
夢
占
逸
旨
』
は
陳
士
元
に
よ
る
本
文
と
陳
堦
に
よ
る

注
釈
（
割
注
）
か
ら
成
る
が
、
そ
の
情
報
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の

は
①
嘉
靖
本
と
②
万
暦
本
の
み
で
あ
る
。
⑤
崇
禎
本
と
⑥
康
煕
本

に
な
る
と
、『
夢
林
玄
解
』
の
編
輯
者
に
よ
っ
て
注
釈
部
分
も
陳

堦
の
名
も
削
除
さ
れ
、
陳
士
元
に
よ
る
本
文
の
み
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
③
嘉
慶
本
と
④
道
光
本
に
な
る
と
、
陳
堦
の
名
前

だ
け
が
削
除
さ
れ
て
、
注
釈
は
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
注
釈
が
陳
士
元
の
「
自
注
」
と
誤
認
さ
れ
る
事
態
が
生
じ

る
。
陳
堦
の
名
が
削
除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
刻

入
の
過
程
で
削
除
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
①
～
⑥
の
う
ち
、
現

在
最
も
広
く
伝
わ
る『
夢
占
逸
旨
』の
版
本
は
③
嘉
慶
本
だ
が
、注

釈
に
つ
い
て
は
上
述
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
た
め
注
意
を
要
す
る
。
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こ
こ
で
少
し
『
夢
林
玄
解
』
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
夢
林
玄
解
』
は
版
本
毎
で
編
輯
者
が
異
な
る
。
明
の
崇
禎
年
間

刊
本
『
夢
林
玄
解
』（
内
閣
文
庫
本
）
は
何
棟
如
ら
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
も
の
で
、
本
体
に
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
『
夢
占
逸

旨
』
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
何
棟
如
ら
の
創
作
（
捏
造
）
に
よ

る
。
清
の
康
煕
年
間
刊
本
『
夢
林
玄
解
』（
社
会
科
学
院
本
）
に

な
る
と
、
次
は
李
登
な
る
人
物
が
本
書
を
原
本
と
見
せ
る
た
め
に

何
棟
如
の
序
文
と
凡
例
を
巧
妙
に
改
竄
し
て
い
る
。
全
体
の
構
成

に
つ
い
て
も
、
崇
禎
年
間
刊
本
『
夢
林
玄
解
』
が
「
夢
原
」「
夢

論
」「
夢
禳
」「
夢
占
」
と
す
る
の
に
対
し
、
李
登
は
「
夢
占
」

「
夢
禳
」「
夢
原
」「
夢
徴
」
と
改
編
す
る
（
注
33
）
。

ま
た
、
筆
者
が
『
夢
林
玄
解
』
の
各
版
本
に
載
る
『
夢
占
逸

旨
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
一
）
崇
禎
本
（「
夢
論
」
に
収
録
）
に
は
「
應
城 
養
吾
陳
士

元 

纂
輯
」
の
横
に
「
茂
苑 

紫
水
黃
夢
堂 

増
補
」
と
あ
り
、『
夢

占
逸
旨
』
が
本
来
三
十
篇
（
内
篇
十
、
外
篇
二
十
）
か
ら
成
る
と

こ
ろ
二
十
六
篇
し
か
見
え
な
い
こ
と
。（
二
）
一
部
の
篇
名
と
本

文
と
に
改
竄
の
跡
が
見
え
る
こ
と
。
一
方
の
康
煕
本
（「
夢
原
」
に

収
容
）
に
は
、
崇
禎
本
の
よ
う
な
増
補
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
。

崇
禎
本
の
こ
こ
ま
で
大
胆
な
増
補
と
改
竄
は
、
何
棟
如
の
序
文

に
見
え
る
「
此
れ
余
と
紫
水
氏
の
裒
集
し
て
書
を
成
し
、
陳
公
の

未
だ
備
わ
ら
ざ
る
を
広
む
る
の
大
指
な
り
」
と
の
言
葉
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
夢
占
逸
旨
』
に
対
し
て
何
棟
如
ら
が
行
っ

た
増
補
作
業
の
過
程
と
そ
こ
か
ら
窺
え
る
夢
観
の
変
容
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
陳
士
元
は
何
棟
如
ら

が
そ
の
完
遂
を
理
想
と
し
た
夢
研
究
に
お
け
る
指
標
的
存
在
と
し

て
見
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
（
注
34
）
。

『
夢
占
逸
旨

0

0

』『
夢
林
玄
解

0

0

』
と
い
う
書
名
が
示
す
通
り
、
こ
れ

ら
の
夢
書
は
占
夢
に
限
定
し
な
い
、
旺
盛
か
つ
多
角
的
な
夢
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
色
と
す
る
。
ま
た
、
歴
代
の
史
書
の
図
書
目
録

と
い
う
範
囲
内
で
は
あ
る
が
（
注
４
参
照
）、
こ
れ
を
時
系
列
に

眺
め
て
い
け
ば
、
占
夢
書
と
お
ぼ
し
き
書
名
が
大
半
を
占
め
る
状

態
か
ら
、
占
夢
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
夢
を
探
索
す
る
ム
ー
ド
が

次
第
に
醸
成
さ
れ
て
い
く
流
れ
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。

夢
の
探
索
と
い
う
点
で
言
う
と
、
た
と
え
ば
、
夢
の
根
底
に
あ

る
は
た
ら
き
を
了
解
す
る
智
慧
（「
通
達
之
智
」）
を
見
据
え
る
点

は
『
夢
林
玄
解
』
に
お
け
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
し
（
注
35
）
、「
夢

占
」
以
外
の
部
門
も
立
て
る
点
な
ど
は
、
占
夢
書
の
内
容
の
み
に

夢
の
理
解
を
委
ね
ず
、
正
し
い
占
夢
の
方
策
を
説
く
『
夢
占
逸

旨
』
に
も
通
ず
る
。
そ
の
『
夢
占
逸
旨
』
と
い
え
ば
、
儒
学
（
道

学
）
を
主
と
す
る
学
問
的
立
場
か
ら
夢
と
実
直
に
向
き
合
い
つ
つ

夢
の
理
論
を
展
開
し
、
実
際
の
占
夢
に
お
い
て
も
人
道
的
な
夢
観

に
基
づ
き
、
慎
重
な
態
度
と
人
間
の
徳
性
を
重
視
す
る
も
の
で

あ
っ
た
（
注
36
）
。
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最
後
に
、
明
代
に
お
け
る
大
部
な
夢
書
群
の
編
纂
に
関
し
て

は
、
そ
れ
を
自
然
発
生
的
な
現
象
と
せ
ず
、
そ
の
現
象
を
強
く
惹

起
す
る
要
因
が
存
在
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
夢
書
群
の

編
纂
が
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
等
の
夢
幻
文
学
が
隆
盛
を
極
め
て
い

た
頃
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
事
実
に
も
目
を
向
け
て
み
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
当
時
か
ら
傑
作
と
称
揚
さ
れ
て
い
た

『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
は
、「
情
」
の
発
露
が
生
死
や
夢
現
を
超
越
す

る
情
至
の
物
語
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
作
者
の
湯
顕
祖
は
「
情
」

の
対
極
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
是
非
を
た
だ
す
名
教
に
代
表
さ
れ

る
「
理
」
を
置
く
（
注
37
）
。「
文
虔 

晴
を
祈
り
、
許
份 

雪
を
祷
り
、

達
奚 

雨
を
請
う
の
夢
は
、
則
ち
精
誠
感
格
し
、
上
下
流
通
す
。

亦
た
恒
理
な
る
の
み
。
未
だ
訝
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」（
雷
雨
）

と
、
道
学
に
拠
っ
て
夢
に
普
遍
的
な
道
理
と
し
て
の
意
義
付
け
を

行
い
、
ま
た
占
夢
の
是
非
を
問
う
た
『
夢
占
逸
旨
』
は
、
ま
さ
に

「
理
」
の
方
面
か
ら
夢
を
探
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
自
由
奔
放
な
感
情
の
営
み
の
中
に
文
化
の
精
粋
を
見
い

出
す
時
代
精
神
が
強
く
作
用
し
た
明
代
に
お
い
て
、「
夢
」
は
格

好
の
素
材
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
優
勢
を
誇
っ
た
で
あ
ろ

う
「
情
」
の
夢
物
語
と
、
一
方
で
伝
統
的
学
問
に
根
ざ
し
て
夢
と

占
夢
を
探
求
す
る
「
理
」
の
夢
研
究
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
併
存
し
た

と
い
う
点
は
、
明
代
の
夢
文
化
を
考
え
る
上
で
も
忽
視
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。

注

（
１
）	

齋
藤
喜
代
子
「
中
国
文
学
に
お
け
る
夢
に
つ
い
て
」（『
大
東
文
化
大

学
創
立
六
十
周
年
記
念
中
国
学
論
叢
』、
一
九
八
四
年
）

（
２
）	

岩
城
秀
夫
「
湯
顕
祖
研
究
」（『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』、
創
文
社
、
一

九
七
二
年
）

（
３
）	

湯
浅
邦
弘
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学
』
二
二
―
二
、
一
九
八
八
年
）

（
４
）	

以
下
、
主
な
史
書
の
図
書
目
録
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
。

○
『
漢
書
』
巻
三
十
芸
文
志
…
「
黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
」「
甘
德
長
柳

占
夢
二
十
巻
」
○
『
隋
書
』
巻
三
十
四
経
籍
志
…
「
占
夢
書
三
巻　

京

房
撰
」「
占
夢
書
一
巻　

崔
元
撰
」「
竭
伽
仙
人
占
夢
書
一
巻
」「
占
夢
書

一
巻　

周
宣
等
撰
」「
新
撰
占
夢
書
十
七
巻　

并
目
録
」「
夢
書
十
巻
」「
解

夢
書
二
巻
」「
雑
占
夢
書
一
巻
」「
目
瞤
書
各
一
巻
」（
梁
有
師
曠
占
五
巻
、

東
方
朔
占
七
巻
、
黄
帝
太
一
雑
占
十
巻
、
和
菟
鳥
鳴
書
一
巻
、
王
喬
解

鳥
語
経
、啑
書
、耳
鳴
書
、目
瞤
書
各
一
巻
、董
仲
舒
請
禱
図
三
巻
、亡
。）

○
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
七
経
籍
志
下
…
「
占
夢
書
二
巻　

又
三
巻　

周

宣
撰
」
○
『
新
唐
書
』
巻
五
十
九
芸
文
志
三
…
「
周
宣
占
夢
書
三
巻
」「
僧

紹
端
神
釈
応
夢
書
三
巻
」「
詹
省
遠
夢
応
録
一
巻
」「
盧
重
玄
夢
書
四
巻
」

「
柳
璨
夢
雋
一
巻
」「
周
公
解
夢
書
三
巻
」「
王
升
縮
（
或
無
「
縮
」
字
）
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占
夢
書
十
巻
」「
陳
襄
校
定
夢
書
四
巻
」
○
『
宋
史
』
巻
二
百
六
芸
文
志

五
「
盧
重
玄
夢
書
四
巻
」「
柳
璨
夢
雋
一
巻
」「
周
公
解
夢
書
三
巻
」「
王

升
縮
（
或
無
「
縮
」
字
）
占
夢
書
十
巻
」「
陳
襄
校
定
夢
書
四
巻
」
○
『
明

史
』
巻
九
十
八
芸
文
志
「
張
幹
山
古
今
応
驗
異
夢
全
書
四
巻　

揚
州
衛

指
揮
」「
陳
士
元
夢
占
逸
旨
八
巻
」「
張
鳳
翼
夢
占
類
考
」

（
５
）	

た
と
え
ば
、敦
煌
文
書
「
新
周
公
解
夢
書
」（
P.
三
九
〇
八
）
に
は
「
仏

道
音
楽
章
第
八
」
な
る
章
が
あ
り
、
五
代
宋
初
に
お
け
る
仏
教
と
道
教

の
影
響
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
鄭
炳
林
『
敦
煌
写
本
解
夢

書
校
録
研
究
』（
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
６
）	「
玄
」
は
避
諱
で
あ
ろ
う
。

（
７
）	

周
亮
工
は
明
末
清
初
の
蔵
書
家
。「
楊
升
庵
、
朱
鬱
儀
両
先
生
著
書
最

多
、
予
既
合
刻
其
目
。
此
外
則
陳
心
叔
先
生
士
元
。
…
…
所
著
詩
文
、
名

帰
雲
集
如
干
巻
外
、
有
論
語
類
考
廿
巻
、
孟
子
雑
記
四
巻
、
…
…
夢
占

逸
旨
八
巻
、
…
…
。
板
帙
浩
繁
、
未
易
流
伝
。
余
旧
蔵
有
六
七
種
、
今

只
存
一
二
矣
。
後
託
家
呉
昉
大
令
覓
其
全
本
、
亦
不
可
得
。」（
巻
八
）

楊
慎
（
一
四
八
八
～
一
五
五
九
）
に
つ
い
て
は
、『
明
史
』
に
「
明
世
記

誦
之
博
、
著
作
之
富
、
推
慎
為
第
一
。
詩
文
外
、
雑
著
至
一
百
余
種
、

并
行
于
世
」（
巻
百
九
十
二
）
と
あ
る
。

（
８
）	「
拠
此
、
書
在
国
初
已
不
易
得
、
今
又
歴
二
百
余
年
、
更
希
罕
矣
。
此

集
雖
缺
二
三
種
、較
之
櫟
園
所
見
、実
為
完
帙
。
道
光
癸
巳
、涂
氏
重
刻
、

但
有
別
集
十
種
、
而
無
外
集
、
不
知
何
故
。
…
…
今
先
生
論
語
類
考
、

孟
子
雑
記
已
刻
入
陳
春
湖
海
楼
叢
書
、
夢
占
逸
旨
、
江
漢
叢
談
已
刻
入

呉
省
蘭
芸
海
珠
塵
、
名
疑
已
刻
入
張
海
鵬
借
月
山
房
叢
書
、
易
象
鉤
解

已
刻
入
銭
熙
祚
守
山
閣
叢
書
、
其
余
他
種
多
刻
入
近
日
趙
尚
輔
所
編
湖

北
叢
書
。
近
六
七
十
年
、
已
家
有
其
書
。
而
求
旧
刻
如
此
者
、
已
如
宣

鑪
成
窯
、雖
与
鼎
彝
並
貴
可
也
。是
書
曾
為
南
匯
呉
稷
堂
侍
郎
省
蘭
所
蔵
、

前
有
印
記
。」

（
９
）「
先
生
攬
揆
之
前
一
夕
、
夢
一
老
翁
冠
袍
款
戸
而
入
、
自
称
斉
卿
孟
軻
。

翌
日
而
心
叔
生
、
其
父
遂
字
曰
孟
卿
。
後
登
嘉
靖
甲
辰
進
士
、
刺
灤
州
。

己
酉
三
月
上
丁
、
有
事
孔
廟
、
分
献
于
孟
子
、
木
主
無
故
自
仆
、
型
爵

皆
堕
地
。
心
叔
悪
之
、
遂
自
免
帰
。
称
養
吾
子
、
息
影
読
書
。
故
著
書

甚
富
。」

（
10
）
陳
士
元
と
東
林
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

東
林
党
の
領
袖
で
あ
っ
た
顧
憲
成
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
二
）
が
東
林

書
院
を
開
い
た
の
は
一
六
〇
四
年
か
ら
で
あ
り
、
陳
士
元
の
在
年
時
期

と
重
な
ら
な
い
。
朱
倓
『
明
季
社
党
研
究
』（
一
九
四
五
年
）
に
は
、「
陳

士
元
、
楊
建
烈
、
宋
師
襄
、
喬
承
詔
、
潘
雲
翼
、
呉
良
輔
、
李
喬
崙
、

翁
正
春
、
朱
大
典
、
陳
奇
瑜
、
呉
宏
業
。（
乙
丑
丙
寅
間
、
正
嚮
用
、
先

撥
志
始
列
漏
網
、
何
得
列
此
。）」
と
東
林
党
に
名
前
が
入
る
こ
と
が
疑

問
視
さ
れ
て
お
り
、
胡
鳴
盛
「
陳
士
元
先
生
年
譜
」（『
国
立
北
平
図
書

館
月
刊
』
第
三
巻
第
五
輯
、
一
九
二
九
年
）
も
東
林
党
関
連
に
言
及
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
陳
士
元
の
名
が
編
入
さ
れ
た
理
由
は
定
か
で
は

な
い
が
、
実
際
に
は
東
林
党
と
の
関
係
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
と
推
測
す
る
。

（
11
）「『
夢
占
逸
旨
』
に
お
け
る
陳
士
元
の
夢
の
思
想
―
「
真
人
無
夢
」
を
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め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
方
宗
教
』
第
百
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）、「『
夢
占
逸

旨
』
外
篇
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山
論
叢
』（
哲
学
篇
）
第
三
十
八
、
二
〇

〇
四
年
）、「
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
の
占
夢
理
論
と
そ
の
構
造
─
『
周
礼
』

の
占
夢
法
と
の
関
係
か
ら
─
」（『
中
国
語
中
国
文
化
』
第
五
号
、
二
〇

〇
八
年
）、「
占
夢
の
功
罪
を
問
う
も
の
―「
感
変
」か
ら
の
一
考
察
」（『
中

国
研
究
集
刊
』
第
五
十
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注

（
一
～
七
・
了
）」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
七
～
五
十
六
号
、
二
〇

〇
八
～
二
〇
一
三
年
）

（
12
）
筆
者
が
二
〇
一
二
年
に
行
っ
た
調
査
の
際
に
記
録
し
た
書
誌
情
報
は

以
下
の
通
り
。

〔
刊
記
〕
な
し
〔
匡
郭
〕
十
三
・
五
㎝
、
白
色
〔
紙
型
〕
縦
二
十
五
・
二

㎝
、横
十
六
・
七
㎝
〔
行
数
〕
八
葉
〔
字
数
〕
十
九
字
。（
割
注
十
九
字
）

〔
版
心
〕
第
一
冊
に
は
「
夢
旨
内
篇
」、
第
二
冊
～
第
四
冊
に
は
「
夢
旨

外
篇
」
と
あ
る
。〔
印
記
〕「
士
可
」「
博
士
泉
蔵
」「
黄
陂
陳
毅
」「
黄
陂

陳
毅
鑑
蔵
善
本
」「
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
所
蔵
図
書
印
」

一
帙
四
冊
。
内
題
、外
題
、題
簽
な
し
。
無
魚
尾
、四
周
単
欄
。
欄
外
（
欄

上
）
に
、
朱
筆
、
墨
筆
、
藍
筆
に
よ
る
書
き
込
み
あ
り
。
装
丁
し
な
お

さ
れ
て
お
り
、
裏
打
ち
、
裁
ち
切
り
あ
り
。
四
針
眼
訂
法
。
原
型
は
留

め
て
お
ら
ず
、
丸
入
れ
紙
か
。

〔
第
一
冊
〕
三
十
一
葉
（
巻
一
～
二　

題
記
半
葉
、
自
序
一
葉
、
目
録
二

葉
）、〔
第
二
冊
〕
二
十
九
葉
（
巻
三
～
四
）、〔
第
三
冊
〕
四
十
一
葉
（
巻

五
～
六
）、〔
第
四
冊
〕
二
十
七
葉
（
巻
七
～
八
）

（
13
）
光
緒
十
一
年
（
一
八
八
五
）
重
刊
本
『
湖
北
通
志
』（
中
国
省
志
彙
編

五
、
京
華
書
局
、
一
九
六
七
年
）
八
十
三
巻
芸
文
七
子
部
術
数
類
に
「
夢

占
逸
旨
八
巻　

明
陳
士
元
撰
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
案
是
書
嘉
靖
壬

戌
士
元
自
序
、
十
篇
凡
二
巻
外
二
十
篇
六
巻
并
自
為
之
注

0

0

0

0

、
南
匯
呉
省

蘭
刻
入
芸
海
珠
塵
中
」
と
あ
る
。

（
14
）
朱
志
経
「
張
之
洞
和
両
湖
書
院
」（『
湖
北
師
範
学
院
学
報
』
一
九
八

七
年
第
二
期
）

（
15
）
船
寄
俊
雄
『
近
代
日
本
中
等
教
師
養
成
論
争
史
論
』（
学
文
社
、
一
九

八
八
年
）
は
、
一
九
〇
一
年
十
一
月
、
教
科
書
編
纂
事
業
に
日
本
で
の

実
地
調
査
は
不
可
欠
と
考
え
た
張
之
洞
が
、
羅
振
玉
に
四
、
五
名
を
率

い
て
日
本
へ
の
渡
航
を
要
請
し
た
こ
と
、
そ
の
際
に
陳
毅
も
視
察
団
要

員
の
一
人
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。（
二
〇
五
～
二

一
八
頁
）
そ
の
他
、呂
順
長
『
清
末
浙
江
与
日
本
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
16
）
中
見
立
夫
「「
元
朝
秘
史
」
渡
来
の
こ
ろ
―
日
本
に
お
け
る
「
東
洋
史

学
」
の
開
始
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
洋
学
、
清
朝
「
辺
疆
史
地
学
」
と
の
交

差
―
」（
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
別
冊
四
、
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教

育
研
究
拠
点
Ｉ
Ｃ
Ｉ
、
二
〇
〇
九
年
）

（
17
）
王
国
維
は
、
当
時
「
章
程
」
の
起
草
に
陳
毅
が
果
た
し
た
役
割
が
大

き
か
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
日
之
奏
定
学
校
章
程
、

草
創
之
者
沔
阳
陳
君
毅
、
而
南
皮
張
尚
書
実
成
之
。」（「
奏
定
経
学
科
大

学
文
学
科
大
学
書
後
」
一
九
〇
六
年
、『
教
育
世
界
』
丙
午
第
二
期
（
一
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九
〇
六
年
二
月
一
一
八
号
）
至
丙
午
第
三
期
（
一
九
〇
六
年
二
月
一
一

九
号
）、
ま
た
は
『
東
方
雑
誌
』
第
六
期
、
一
九
〇
六
年
）

（
18
）
李
毓
澍
『
外
蒙
古
撤
治
問
題
』（
中
央
研
究
員
近
代
研
究
所
、
一
九
六

一
年
）

（
19
）
徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典　

増
訂
版
』（
河
北
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）

（
20
）「
吾
宗
帰
雲
先
生
著
述
宏
富
、
在
明
代
当
与
升
庵
並
駕
、
此
夢
占
逸
旨

特
其
余
事
耳
。
占
夢
之
術
雖
近
迷
信
、
然
神
意
之
間
何
以
生
此
幻
象
、

亦
講
心
理
学
者
至
難
解
決
之
疑
問
。此
書
徴
攬
宏
博
、信
可
供
研
究
之
資
。

暇
游
廠
肆
、
偶
獲
此
本
、
故
掲
其
旨
趣
於
簡
端
、
以
告
学
子
。
光
緒
丁

未
十
月
十
六
日
、
博
士
泉
主
陳
毅
識
於
京
寓
槐
幄
軒
。
此
書
近
惟
芸
海

珠
塵
有
刻
本
、
此
本
係
嘉
靖
原
刊
、
至
為
難
得
、
読
者
当
宝
惜
之
。
毅

又
記
。
黄
陂
陳
毅
」

（
21
）
楊
鑫
輝
『
心
理
学
通
史
』
第
二
巻
（
山
東
教
育
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）

（
22
）『
心
理
学
通
史
』
第
二
巻
。
ま
た
、「
近
世
ニ
ア
リ
テ
モ
其
初
代
ニ
ア

リ
テ
ハ
猶
ホ
心
理
学
ト
純
正
哲
学
ト
ノ
混
同
セ
シ
ヲ
見
ル
、
而
シ
テ
其

両
学
ノ
判
然
相
分
レ
タ
ル
ハ
極
メ
テ
近
世
ノ
事
ナ
リ
」（
井
上
円
了
『
訂

正
増
補　

心
理
摘
要
』、
一
八
九
一
年
）

（
23
）「
日
人
訳
英
文
之Psychology

為
心
理
学
。
訳
英
文
之Philosophy

為

哲
学
。
両
者
範
囲
、
截
然
不
同
。
雖
我
輩
訳
名
不
必
盲
従
日
人
、
然
日

人
訳
此
、
実
頗
経
意
匠
、
適
西
文
之
語
源
相
脗
合
、
未
易
遽
易
之
也
。

…
…Psychology

与Ethics

即
倫
理
学

皆
為Psychology

中
的
一
門
。
吾
以
為

宜
立
哲
学
一
門
、
而
心
理
倫
理
皆
入
之
、
似
為
得
体
矣
。」
日
本
語
訳
は
、

桑
兵
著
、
村
上
衛
訳
「
近
代
「
中
国
哲
学
」
の
起
源
」（
石
川
禎
浩
、
狹

間
直
樹
編
『
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
翻
訳
概
念
の
展
開　

京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』、
二
〇
一

三
年
）
に
よ
る
。

（
24
）
山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史
―
昭
和
前
期
に
お
け
る
日
中
文

化
交
流
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

（
25
）
山
根
氏
前
掲
書
。

（
26
）
王
雲
五
『
続
修
四
庫
全
書
提
要
一
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
二

年
）

（
27
）
中
国
科
学
院
図
書
館
整
理
『
続
修
四
庫
全
書
総
目
提
要
（
稿
本
）』（
斉

魯
書
社
、
一
九
九
六
年
）
な
お
、
王
雲
五
が
平
岡
武
夫
を
通
じ
て
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
提
要
原
稿
を
出
版
し
た
『
続
修
四
庫
全

書
提
要
』
一
～
十
二
（
台
湾
商
務
院
書
館
、
一
九
七
二
～
）
は
執
筆
さ

れ
た
提
要
の
一
部
で
あ
る
た
め
か
、『
夢
占
逸
旨
』
の
名
は
見
え
な
い
。

ま
た
、
阿
部
洋
（
聞
き
手
）「
橋
川
時
雄
氏
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録　

東
方

文
化
事
業
総
委
員
会
・
北
京
人
文
科
学
研
究
所
」（
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録

Ｅ
：
日
中
文
化
摩
擦
４　

特
定
研
究
「
文
化
摩
擦
」、
東
京
大
学
教
養
学

部
国
際
関
係
論
研
究
室
、
一
九
八
一
年
）

（
28
）
湯
蔓
媛
纂
輯
『
傅
斯
年
圖
書
館
善
本
古
籍
題
跋
輯
録
』
第
三
冊
（
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
29
）「
傅
圖
「
善
東
」
書
區
，
編
有
一
、
四
六
四
號
萬
餘
冊
的
古
籍
，
即
為
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張
政
烺
挑
選
送
南
京
者
，
其
中
大
部
分
係
明
刊
本
、
明
抄
本
及
稿
本
。

該
批
典
籍
，
多
是
動
亂
中
由
清
末
蔵
書
家
散
出
者
，
故
巻
中
有
大
量
之

名
家
手
書
批
語
、
校
記
與
題
跋
。」（
湯
蔓
媛
纂
輯
『
傅
斯
年
圖
書
館
善

本
古
籍
題
跋
輯
録
』）

（
30
）
傅
図
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
民
國
35
年
（
一
九
四
六
）
教
育
部
移
交

接
收
自
日
本
北
平
東
方
研
究
所
為
編
纂
《
續
修
四
庫
全
書
》
所
蒐
之
善

本
書
一
五
、
〇
〇
〇
餘
種
、
經
本
所
張
政
烺
等
人
就
該
批
藏
書
挑
出
本

所
館
藏
未
有
或
具
史
料
價
值
著
作
一
、
三
〇
〇
餘
種
，
先
運
南
京
整
理

後
遷
臺
」
と
あ
る
。

（
31
）
傅
図
所
蔵
の
善
本
古
籍
に
は
複
数
の
来
源
が
あ
り
、
湯
蔓
媛
氏
前
掲

書
お
よ
び
傅
図
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
概
要
が
見
え
る
。
両
者
が
来
源

と
し
て
挙
げ
る
数
や
内
容
は
や
や
相
違
す
る
が
、
東
方
文
化
事
業
総
委

員
会
旧
蔵
書
を
挙
げ
る
点
は
同
様
で
あ
る
。

（
32
）
胡
鳴
盛
「
陳
士
元
先
生
年
譜
」
に
は
、
嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六
四
）

に
『
夢
林
玄
解
』
成
立
の
項
が
見
え
る
。
し
か
し
胡
氏
が
仮
託
の
疑
い

あ
り
と
し
て
い
る
こ
と
、
大
平
氏
も
同
様
の
結
論
を
導
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
大
平
桂
一
「『
夢
林
玄
解
』
の
成
立　

雲

な
す
證
言
」（『
中
国
文
学
報
』
八
十
二
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
33
）
大
平
氏
前
掲
論
文
。

（
34
）
大
平
氏
前
掲
論
文
。
氏
は
、『
夢
林
玄
解
』
に
見
え
る
陳
士
元
「
夢
林

玄
解
小
引
」
は
何
棟
如
に
よ
る
偽
作
で
あ
り
、『
夢
占
逸
旨
』
全
体
が
そ

の
ま
ま
取
り
込
ま
れ
た
際
に
陳
士
元
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
35
）
清
水
洋
子
「『
夢
林
玄
解
』
小
考
―
構
成
と
編
集
意
図
―
」（『
中
国
語

中
国
文
化
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）

（
36
）
上
野
洋
子
「『
夢
占
逸
旨
』
外
篇
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山
論
叢　

哲
学

篇
』
三
十
八
、
二
〇
〇
四
年
）

（
37
）
根
ヶ
山
徹
『
明
清
戯
曲
演
劇
史
論
序
説
―
湯
顕
祖
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』

研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
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